
大 官 大 寺 第 7次 の 調 査

(昭和55年 7月～昭和55年 12月 )

第 7次調査は,狗B藍 北辺部の状況を探 ること,寺域北限の施設の手懸 りを得

ることなどを目的として実施 した。調査地は講堂の北方60～ 130mの 地点で ,

南北70m,東 西15mの 調査区を設定 した。調査区は畦畔によって南 。中・ 北の

3つ に分かれており,調査の過程でそれぞれ一部を西に拡張 し,北区では東に

も拡張区を設けた。
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調査地位置図 (1:3000)

- 37 -



調査区の基本的な層序は,耕土,床土,黄褐色砂質土,灰褐色粘質土となる。

黄褐色砂質土は,中 区北半か ら北区南半にかけてみ られた土層であ り,そ の他

の地区には見 られない。従 って遺構検出は,黄褐色砂質土層上面又は,灰褐色

粘質土層上面で行 った。

調査の結果,寺域北限を画 したと考え られ る掘立柱塀のほか,掘 立柱建物 ,

井戸,上装などを検出 した。遺構の時期は大官大寺期,大官大寺造営前,そ の

他に区分されるので, ここではその区分 に従 って説明する。

大官大寺期の遺構  掘立柱塀 SA 600,掘 立柱建物 SB 570・ 590・ 591,

SB 595,井 戸 SE 580,土 壊 SK 604,溝 SD 597な どがある。

東西塀 SA 600は北区の中央にある掘立柱塀で,総長約24mに わたって 13間

分を検出 したが,さ らに東 と西に延びて いると思われる。柱掘形は 0,8～ lm

の方形で,全てに柱痕跡が残る。柱間寸法にはばらつきがみ られ,特 に東か ら

5間分はそれが著 しい。これを除けば柱間寸法はほぼ 1.84m等 間となる。 SA

600と 想定伽藍中軸線 との交点は西か ら 2間 目にあたる。 SA 600を寺域北限

調査地北半全景 (西から)
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の塀 とすれば, この地点に北

門などの遺構が存在 したとも

考えられ るが,門の遺構は検

出されなかった。また塀 に伴

う基壇,雨落溝に該当するよ

うな遺構 もない。 この塀を寺

域北限の施設 と考えると,塀

は九条条間路推定路心か ら南

へ約29mの 位置になる。

南北棟建物 SB 570は南区

西端にあり,桁行 5間・ 果行

2間の規模である。柱掘形は

0.8～ lmの方形であり,3つ

の掘形には柱根が,他の全て

の掘形には柱痕跡が残 る。柱

間寸法は桁行では 2.20～ 2.40

m,果 行では 2.58～ 2.65mあ

り,平均すると各々 2.31m,

2.60mと なる。柱根のうち南

東隅のものは,遺存状況が良

好で柱径は23 clllほ どあ り,長

さ80 cmに わたって残っている。

根が らみなどの痕跡はみ られ

ない。

東西棟建物 SB 590・ 591

は北区南端部で検出した掘立

柱建物で, 2棟 は南北に 1.5

mずれて,東西に並んで建 っ
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第 7次調査遺構配置図 (1:400)
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ている。 ともに桁行 3間 ,梁行 2間 の総柱建物である。柱掘形は, SB 590は

0.8mほ ど, sB 591は 0.6mほ どとゃや小さい。柱間寸法にはば らつきが者

しく,確定 しに くいが,平均値を求めれば SB 590は桁行が中央間 1.68m,脇

間 1.48m,梁 行は 1.92m等間, SB 591は 桁行中央間 1.60m,脇間 1.53m,果

行は南柱間が 1.98m,北柱間が 1.73mと なる。 SB 591の 北西隅柱穴とその東

隣の柱穴には,根固め石 と考えられる石が据えられていた。

東西棟建物 SB 595は SA 600の 南 4mに ある南廂付建物である。果行 3間 ,

桁行 3間以上の規模になるが建物はさらに西の未発掘地に延びていると考えら

れる。北側柱柱列の柱筋は,東方にある建物 SB 590の 北側柱列の柱筋 とそろ

っている。柱掘形は身舎では方 lm,廂 では方 0,6mで廂部分の柱掘形が小さ

い。全ての柱穴で柱痕跡を確認 したが,そ れ らは径約 20 cmほ どで身舎 と廂 との

間には大小の差はない。柱間は異行が身舎では 2.225m等 間,廂 は1.725mあ る。

桁行はば らつきがあるが,端間 2.54m,中央間 2.21mと なり,端間が少 し広い

と考える方が妥当のようである。

SE 580は 中区の中央にある井戸で大官大寺の時期 と考え られるが,後世に

井戸枠は抜取 られ,一気に埋められていた。 この埋土か らは極先瓦 I点 が出土

した。井戸掘形は径 3.5mほ どあり,掘 形と井戸抜取穴 とがほぼ重複 している。

土壊 sK 604は 塀 SA 600 の北にある。南北約20m,東西約 4mの不整形な

土墳である。土 ×からは大官大寺期の上器が出上 した。溝 SD 597は SA 600

の南 1.5mに ある素掘 りの東西溝である。深さは約 0.2mぁ るが,西 へは続か

ない。 このほかに大官大寺期の遺構 としては南区南端に 2つ の柱掘形状の落込

み SX 562・ 563を 検出したが,そ の性格は不明である。

大官大寺造営前の遺構  井戸 SE 605・ 606,溝 SD 569・ 601～ 603,

SD 607が ある。 これ らの遺構の うち溝 SD 569以 外の遺構は,北区中央東寄

りに集中 している。また,井戸 SE 605と SE 606と の間には重複関係があり,

SE 606が 古い。

井戸 SE 605は 一辺 1.5mの 隅丸方形を呈す る掘形 に丼籠組の井戸枠を据 え

た もので,検 出面か らの深 さは約 lmぁ る。枠組の上半部は抜 き取 られていた

- 40 -―



が,高 さ60 cmほ どが遺存する。内法

が一辺 52.5 cmの 小形井戸で,周 囲に

は井戸枠を固定するために人頭大か

ら拳大の石が配置されていた。枠板

の厚さは 3 cmあ り,北側は 2枚積み

上げているが,他の三面は一枚板で

ある。東を除 く三面の枠板の上端中

央部には太柄穴がある。井戸からは,

多量の土器小片,小刀状木製品,桃

や瓢筆などの植物遺存体が出上した。

また,井戸の抜取跡か らも少量の土

器と瓦が出土 した。 井戸S E 605(北 から)

SE 606は 井戸枠の土居が遺存 しているのみである。土居か ら約 30 clll上方で

確認できた井戸掘形の平面形は,一辺 1.6m前 後の隅丸方形をなす。土居の内

法寸法は東西が63 cm,南 北が70 cmあ り,組手部分を込栓で止めている。材は幅

5.5 cm)厚 さ 6～ 9 cmの 角材である。東材の下端には井戸土居 とは無関係の切

欠きがあるので,転用材である可能性が考え られよう。土居 と井戸枠の接合方

法を示す痕跡はな く,上部は不明である。土居枠内か らは,多量の上師器 と須

恵器の小片,桃核・ 瓢箪などの植物遺存体が出上 した。

また,井戸の東・南・ 西にはそれぞれ SD 602・ 601・ 603が あり,井戸を

方形に取囲む様相を呈 している。これ らの溝は井戸屋形のような遺構に伴 う溝

の可能性があるが,井戸周囲には建物遺構はみ られなかった。

斜行溝 SD 607は 南か ら北に流れる素掘 りの溝である。幅 0.7m～ 1.5m,

深さは 0.4m前後である。井戸枠が抜き取 られているので井戸 との新旧関係は

不明であるが, この溝は井戸より南には延びないことか ら,井戸の排水施設と

も考え られる。井戸 SE 605・ 606か らは飛鳥Ⅳ段階,溝 S D 607か らは飛鳥 Ⅲ

・ Ⅳ段階の上器が出土 した。

このほかに南区には斜行溝 SD 569が ある。重複関係か ら,大官大寺期の建

-41-



物 S B 570よ り古い溝であるが,出土遺物が皆無のため,時期は不明である。

その他の遺構  調査区に散在する掘立柱建物と小柱穴,礎石落 し込み穴お

よび中世以降に掘 られた小溝がある。建物 SB 560・ 593・ 596は いずれ も桁

行 2間 ,梁行 1間 の小規模な建物で,柱掘形 も小さい。建物のほかに,中 区の

北西隅には SX 584がある。柱痕跡の残る柱掘形が 4個集中しているが,そ の

性格は不明である。 これ らの遺構の時期は,重複関係か ら中世の小溝よりも古

いことは明らかである。また, SB 593・ 596の 北方か らは平安時代の上器が

出土 しているので, これ らの建物は平安時代の ものとも考え られるが,今ひと

つ決め手を欠 く。

南区の南西隅には 2カ 所の礎石落 し込み穴 SX 566・ 567が ある。いずれ も

花南岩の礎石が落 し込まれており,発掘区に南接する地区に礎石建物の存在が

想定される。礎石落 し込み穴の埋土 と中世以降の小満の埋上が類似 しているこ

とか ら,礎石が落 し込まれたのは,中世以降と考え られ る。

出土遺物  瓦,土器,木製品 (小刀状木製品),金 属製品 (鉄釘)がある。

瓦類の出土は極めて少ない。軒丸瓦,軒平瓦の破片は12点であり,戻斗瓦 2

点,極先瓦 1点である。丸・ 平瓦の出土は僅少である。 SE 580か ら出上 した

単弁八弁極先瓦は,膳夫寺出土 と伝えられる軒丸瓦 (保井芳太郎『大和上代寺

院志』昭和 7年 )と 同危と考えられる。この軒丸瓦の外区を取除き,中央に釘

穴を穿つと,今回出上の種先瓦と同型になる。

出土土器には縄文時代から中世に至るものが含まれているが,量的には 7・

8世紀の土器が多い。大官大寺期の上器

は,土壊 S K 604か らややまとまって出

土 した。 S E 605 。606出 土土器は飛鳥

Ⅳ段階に属するものである。出土器種を

みると,甕・ 壷類がイまとんどを占め,杯

・ 皿類が極端に少ないことが注目される。

まとめ  今回の調査によって,寺域

北辺部の実態の一部が明らかになった。
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SA 600は 寺域北限を画する塀 と考え られ,そ のす ぐ南に接するように,伽藍

のほぼ中軸線上に南廂のつ く東西棟掘立柱建物があり,そ の東には倉庫 と考え

られる 2棟の総柱建物 S B 590・ 59と が並ぶ。さらに南には井戸 S E 580を は

さんで約20mの 位置に 2× 5間の掘立柱南北棟がある。 この地域か らの瓦の出

土量が少ないことからこれ らの塀や掘立柱建物はいずれも瓦葺ではなく,板葺

あるいは桧皮葺であったと想定 される。また今回検出した井戸や 4棟 の建物を

含む地区は寺域の最北辺に位置 して雑舎的な性格をもつものと考えられる。

寺域を画する塀については,紀寺や飛鳥寺 (概報 8)に あっても,掘 立柱で

あ り,藤原宮域を限る施設も同様に掘立柱塀であることか ら, S A 600が大官

大寺の寺域を限るものであったとしてよかろう。『額安寺班田図』は奈良時代

の伽藍様相を伝える貴重な資料であるが,そ こに描かれた寺域北辺部をみると

伽藍中軸線上に北門はなく,東へずれている。また北門付近には倉庫が立ち並

び,伽藍中心部にある瓦葺建物 とは異なった建物が数棟描かれている。 こうし

た寺域北辺部の様相は,今回の発掘地の性格を考える上で参考になろう。

以上のように,今回検出した SA 600を 寺域北限の施設 とみなすと,推定九

条条間路心 との間には約29mの 距離があり,こ れか ら道路幅を差引いたとして

もかな り幅の広い嬬地があったことになる。また,大 官大寺の西を限るとみら

れ る小山池検出の SA2700(概 報 10)と 推定東三坊大路心 との距離 24.5mと の

関係 も同様に幅の広い嬬地が想定 される。最後に大官大寺の寺域の規模におゝれ

ておくと,西 を限る塀 SA2700と 金堂心 との心々距離が 110.5mで あることか

ら東西は 2町 となる。そして南限に関 しては中門が推定十条条間路の南にあり,

南門は未調査であるが,十条大路に面 していたとみられ ることか ら,南北を 3

町と想定できる。すなわち大官大寺は東三坊大路,東 四坊大路,十条大路,九

条条間路にそれぞれ面 し,東西 2町,南北 3町の寺域をもつ寺院であったと推

定 される。詳細は今後の調査でさらに検討を加えていくことになろう。
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